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 Active Hexose Correlated Compound（AHCC）は，担子菌培養抽出物である。担子菌類由来の物

質には，医薬品としてレンチナン，クレスチンがある。いわゆる，健康食品として，アガリクス・

ブラゼイ，マイタケ，などが利用されている。AHCC の糖質は約９％でβ-グルカンを 0.２％含有

している。特徴的なことはアセチル化α-１，4 グルカンを含有していることである。  

   

 私共は，昨年１２月までに８２９例の癌患者において AHCC, ３．０（～６．０）ｇ/日，３

分，食前摂取していただいている。癌の内訳は，肝細胞癌 ２１９例，膵癌 １１４例，大腸・

直腸癌 ８４例，胃癌 ７１例，乳癌 ６４例，肺癌 ４７例，胆嚢癌 ３９例等である。 

 

 肝細胞癌（肉眼的治療切除）の症例で cohort study を行った。ＡＨＣＣ群（n=１１３）とコン

トロール群（n=109）で，術前臨床データ，腫瘍因子，肝切除量，輸血量，等には差は認められ

なかった。しかし，ＡＨＣＣ群においては無再発生存率，術後生存率が有意に高かった。また，

術後５年間の臨床データを両群で較べると，ＡＨＣＣ群ではＧＯＴ，γ-ＧＰＴの上昇が有意に抑

えられており，コリンエステラーゼ値が有意に上昇していた。ＡＨＣＣを摂取していた病期Ⅳの

乳癌症例（n=19）の survival rate は９年で約６０％（全国集計約２０％）であった。大腸癌症例

で５年生存率をみると，化学療法にＡＨＣＣ摂取を加えることにより，一般他施設より予後の良

い傾向が認められた。今後，AHCC の癌治療における有用性のさらなる検討が必要と思われる。 

 

進行癌，切除不能癌，再発癌症例で，西洋医学による予後を改善する具体的な治療手段がない

場合，臨床医はこれらの患者が自分にあった民間療法を探し出す過程に積極的に参加し，専門家

として指導，援助を行うべきである。 
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